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昇降式ホーム柵の開発について



2ホーム上安全対策の体系

点字ブロック
○ﾎｰﾑ端で触覚に
注意喚起

可動式ホーム柵
○軌道側への転落
を防止

抑止力・大

抑止力・小

簡易・安価 複雑・高額

転落防止

注意喚起

ホームからの転落事故・列車と
の接触事故は依然として、鉄道

各社で発生

効果の高い対策の必要性高まる

『ホームドアの整備促進等に関
する検討会』が開催

国土交通省



3昇降式ホーム柵開発目的

整備条件をクリアすべく…

昇降式ホーム柵開発コンセプト

・扉枚数の異なる車両(3・4枚扉)への対応
・ホーム視認性の確保･･･等々

一般的な可動式ホーム柵整備条件

大前提として、運用列車の扉数及び位置の統一が必要

昇降式ホーム柵を高槻駅の新設ホームへ設置予定



4昇降式ホーム柵試行概要

ダイヤへの影響・初めて導入する設備であることを考慮

2ステップに分けた
段階的な試行を実施

課題①『基本的機能と操作』
課題②『車両数、ドア枚数等に対応

した機能と操作』

ステップ1 ・・・課題①「基本的機能と操作」の確認

⇒ＪＲゆめ咲線 桜島駅(１番線)で実施

ステップ2 ・・・課題②「車両数、ドア枚数等に対応した機能と操作」の確認

⇒ＪＲ東海道線 六甲道駅(上り３番線)で実施

乗車人員(/日) 8,271人(H24年度平均)
ホーム 島式1面2線
試行期間 平成25年12月5日～平成26年3月31日
車両編成 8両編成 固定編成長

乗車人員(/日) 24,929人(H24年度平均)
ホーム 島式2面4線
試行期間 平成26年12月13日～
車両編成 6,7,8,10,12両編成



5昇降式ホーム柵仕様

搭載センサ

ロープ近接検知センサ(光電)

→駆け込み等を想定

取残し検知センサ(光電・３Ｄ)

→旅客等取り残しを想定

ロープ収納部センサ(圧力)

→旅客の腕等の挟まれを想定

筐体上部センサ(光電)

→旅客乗出し、ポスト指詰めを想定



6昇降式ホーム柵仕様

センサー感知時の音声案内

ロープ近接検知センサ(光電)

「ロープから離れてください、ロープから離れてください、危険ですのでその場から離れてください」

取残し検知センサ(光電・３Ｄ)

「ロープから離れてください、ロープから離れてください、危険ですのでその場から離れてください」

ロープ収納部センサ(圧力)

「ここに手や物を置かないでください、ここに手や物を置かないでください、危険ですのでその場か
ら離れてください」

筐体上部センサ(光電)

「ここに手や物を置かないでください、ここに手や物を置かないでください、危険ですのでその場か
ら離れてください」



7昇降式ホーム柵仕様

ロープ近接検知センサ(光電)

取残し検知センサ(光電・３Ｄ)
筐体上部センサ(光電) ロープ収納部センサ(圧力)

ロープ近接検知センサ(光電)・取残し検知センサ(光電・３Ｄ)

筐体上部センサ(光電)

【開場面に検知】：一旦停止後に低速で開く制御

【閉場面に検知】：即時動作停止、検知がなくなれば再下降

ロープ収納部センサ(圧力)

【開場面に検知】：一旦停止後に低速で開く制御

【閉場面に検知】：一旦上昇後、検知がなくなれば再下降



■運転士用：範囲内表示灯、開閉表示灯

8両位置停止位置目標標

ホーム柵「閉」時 ホーム柵「開」時消灯（無表示）

【範囲内表示灯】
範囲内：青色（全体）
範囲外：消灯（無表示）

範囲内表示灯

開閉表示灯

昇降式ホーム柵仕様

ホーム柵が完全に閉鎖しないと列車が発車できない仕組み
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ロープ位置と本数（間隔）の検討

■上端ロープ高さ（1200ｍｍ）の選定理由
防護柵類の各基準を調査を行ったところ、上端の高さは、

900～1200mmに設定されているものが多かった為、
大人の重心を考慮し、1200mmを設定

■下端ロープ高さ（500ｍｍ）の選定理由
下端の高さは定まった基準が無いため、

保護する対象(満1歳児以上)を考慮して設定

ポ
ス
ト

ロープ間幅 L2

下部ロープ高さ L1

上部ロープ高さ
A=1200mm （固定）

重心の高さ911mmよ
りも高く、身長よりも低
いA=1200が転落防
止の役目をする。

重心の高さ475mmよりも
高く、身長よりも低い
L1=500が転落防止の役
目をする。

重心高さ
911mm

大人
（平均身長1627mm）

満１歳児
（平均身長848mm）

A=1200mm （固定）

L1=700mm
L1=500mm

L1=100mm

車椅子の
飛び出し

高さ920mmにかかる
L1=500,700が主な転
落防止の役目をする。

高さ
920mm以下重心高さ

475mm

重心の高さは
身長×0.56により求めた。

高さ
約125mm

L1=250mm

昇降式ホーム柵仕様
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ロープ位置と本数（間隔）の検討

■ロープ本数の比較の選定理由
ロープ本数は、４本の場合と５本の場合で比較検討を行った結果５本に設定

ロープ本数
ロープ間隔
（ｍｍ）

備考

4 233
・成人男性の頭長 201.0ｍｍ（パーセンタイル95％）
・満１歳時の頭長 171.0ｍｍ（パーセンタイル95％）5 175

故意に通り抜けようとした場合にも
一定の効果が見られた

ロープを押し広げることで
通り抜け易くなる

ロープ本数４本 ロープ本数5本

昇降式ホーム柵仕様


